
 

 

 

１  今、求められている授業像は 

 

今、子供が自ら学びを調整したり、省察を重ねたりしながら「頭の中がぐるぐる働きっぱなし」

の状態で学びを進め、資質・能力を身に付けていく授業が求められています。 

このような姿を引き出すためには、育成を目指す資質・能力を明らかにした上で、「子供がどのよ

うに学びたいのか」「どのような学び方が適しているのか」といった子供の思いや特性に寄り添いな

がら、個別最適な学びと協働的な学びの一体化という視点で授業改善を進めていくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「今、求められている授業像のイメージ図」 

 

２  「目指す児童生徒像」設定のよさ 

 

今求められている授業を形にするための出発点は、目の前の子供一人一人の学びを深く見つめる

ことです。そして、見取った子供の学びの姿を基に、自校の授業改善の方向性を明確にしていくこ

とが大切です。 

なお、目指す児童生徒像を設定することには、主に次の二つの大きな利点があります。 

 

○ 全職員の授業改善のベクトルをそろえ、取組を「自分事」化できる。 

○ 設定した児童生徒像に子供たちが近付いているかどうかを基に、校内研修や授業改善の成果

を評価することが可能になる。 

 

３  「目指す児童生徒像」の設定について     ～経験則からデータに基づく授業改善へ～ 

 

目指す児童生徒像を設定する際、ＣＢＴとなった鹿児島学力・学習状況調査を用いて、児童生徒

の学習状況調査と正答率のクロス集計を分析するなど、子供の学びの状況を反映していくことが有

効です。以下は、その手順となります。 

 

「目指す児童生徒像」の設定について 



 ⑴  「クロス集計表」を開く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵  自校のデータに潜む「課題」を発見する（A校の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここから自校の強みと課題の解像度を一気に上げていきます 

関連質問を見比べることで、さらに課題の裏付けや解像度をあげていく 



 ⑶  課題を裏返し、「目指す児童生徒の姿」へ変換していく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑷  「目指す児童生徒像」をブラッシュアップしていく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力調査からも友

達の考えを生かせな

い姿が見えてきたな。 

「学び合いながら自

他の考えのよさに気

付き、生かすことがで

きる子供」にしよう。 


